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1. はじめに 

一般に，会議や研究室のゼミにおいて，PC を用いて資料
の提示や映像や音声等，場の記録を行うと，プレゼンテーシ
ョン資料やテキストの会議録だけでなく，ビデオや音声ファ

イル等多くのデータが発生する．それらのビデオやプレゼン
テーション，テキストのデータが相互に関連付けられ閲覧で
きるようになれば，会議後に参加者だけでなく，欠席者まで

議事内容を容易に把握できるようになると考えられる．  
そこでこれまで，会議参加者が作成するデータに焦点を当

て，会議で発生したデータの収集や編集，アップロード等に

ついてできる限り労力をかけることなく，また会議参加者の
重要と思う点を考慮し，得られるデータに重み付けをして，
会議の一連の流れが容易に把握できるようなページを自動的

に作成する，協調型マルチメディア会議録システムを開発し
運用，評価してきた[1]．しかしながら，こうして作成される
会議録を閲覧する際のユーザインターフェースについては，

時間軸に沿って行われた内容が提示される形のみであり，会
議参加者間で効率よく活用するためには，改良の余地がある
と考えられた． 

そこで，本稿では参加者間から分散協調して収集された会
議録等のデータを構造的に記録し，提示できるようにシステ
ムの改良を行う．その上で，会議録の提示手法について，会

議で行われた内容を閲覧するのに効率的なユーザインターフ
ェースを考察する．そして最後に，本システムを進捗報告型
の会議において適応を考察し，会議をより効率的に支援する

システムの提案を行う． 
2. 研究の対象 

本稿で対象とするのは PC を用いて資料の提示や場の記録
を行う会議や研究室のゼミである．図 1 に会議の利用場面

の例を示す．A から E は会議の参加者であり，各個人ノー
ト PC を使用している．E は発表者であり，自分のノート
PC を用いてプレゼンテーションをしている．A と D のノー

ト PC にはカメラがついており，会議の状況のビデオを撮影
している． 
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図 1 想定する環境 

3. コンテンツの流れ 
会議で発生するデータを整理するにあたり，本章ではそれ

らのデータが記録されコンテンツに編集され，人に閲覧され
るまでの過程を考察する．ここで用いる「コンテンツ」とは，

記録したままの形である「データ」が，人が閲覧できる形に
変換されたもののことを指す． 

一般的なテレビ放送やインターネットで提供される VoD
等の映像コンテンツについて考察すると，人に閲覧されるま
でにこれらのコンテンツは大きく分けて以下の 4 つの過程
を経ていることが考察される． 

① データの発生 
② データの記録 
③ コンテンツの編集 
④ コンテンツの閲覧 
①の「データの発生」は，話題となる人や物，出来事など

コンテンツとなるような情報が発生する過程である．②の
「データの記録」は①で発生するコンテンツをビデオカメラ
やマイクで記録・蓄積する過程である．③の「コンテンツの

編集」は②で記録されたデータを閲覧する際に，より内容が
理解できるように編集しなおす過程である．④は最終的に，
閲覧者にコンテンツが提供されることである．①から④まで

のコンテンツの流れの図を図 2 に示す． 
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図 2 コンテンツの流れ 

3.1 会議で発生するデータの流れ 
ここでは前節で述べたコンテンツの流れを，会議で発生す

るデータについて照らし合わせ，マルチメディア会議録を作
成するにあたり，システムにどのような機能が必要であるか
を考察する． 
3.1.1 データの発生 

まず①「データの発生」について考察する．これは会議や
ゼミの行われている場所の存在が相当する．ここでは会議に
関係するプレゼンテーション資料やテキストの議事録だけで

なく，ビデオや音声ファイル等，多くのデータが発生すると
考えられる．マルチメディア会議録を作るには，この様な場
の認識を自動的に行うことが必要である．そこで本研究では，

あらかじめ決定された定期的な会議に対しては，南田が提案
する，会議の議事項目とスケジュール機能を関連付けたスケ
ジュール機能を活用することにする[2]．このことにより，定

期的に行われる会議の認識と，その会議で発生するデータを
認識することが可能になる． 

しかしながら，定期的に行われる会議だけがすべての会議

ではなく，スケジュール情報として登録されていない会議が
行われることもしばしばある．例えば，何か新しいアイディ
アを出すような会議や，問題解決するためにブレーンストー

ミングをするような会議では，フォーマルな会議ではなく，
インフォーマルな，小さなグループのディスカッション形式
の会議こそ重要であることも多い．このようにスケジュール

に無い形での会議の場を認識するためには，本研究では古川
が提案するグループプレゼンス機能を活用することにする[3]．
この機能を活用することにより，会議参加者のプレゼンス情

報から，スケジュールに無い会議の認識に対応することが可
能であり，また，グループ単位でのコンテンツに対するアク



セス権の設定が出来るため，その場に参加していなかった同
じグループの人に対してもマルチメディア会議録を共有する
ことが可能になる． 
3.1.2 データの記録 

次に②「データの記録」の過程について考察する．ここで
は，発生する多くの種類のデータを記録・蓄積する．PC を
用いた一般的な会議では，プレゼンテーション資料やテキス

トの議事録，ビデオ，音声ファイルのデータ等，会議内容を
会議後に振り返る為に有益なデータを多く記録できる反面，
その多くが個々の参加者の PC にバラバラに保存されている

のが現状である．  
これらのことから➁の過程では，➀の場の認識に続き自動

的に，もしくは可能な限り最小限の労力で，会議内で発生す

るデータを記録するための仕組みが必要であると考える． 
3.1.3 コンテンツの編集 

次に③「コンテンツの編集」では，②で蓄積されたデータ
を会議後に相互に編集・関連付けを行い，多種類のメディア

がひとまとまりにしてあるマルチメディア会議録として，コ
ンテンツを作成する．複数のデータを編集して 1 つのコン
テンツにする Microsoft Producer for PowerPoint 2003[4]の

ようなツールも存在するが，そのようなツールは記録したデ
ータの種類が多いほど編集労力が必要であり，時間情報の記
録されていないデータを統合する際には，それらのデータひ

とつひとつに手動で時間を設定する必要がある．  
そこで，この過程では➁でデータとともに蓄積された，デ

ータの記録された時間の情報や，記録したユーザの情報等，

様々なデータから自動的にコンテンツを作成する仕組みが必
要であると考える． 
3.1.4 コンテンツの閲覧 

最後に④「コンテンツの閲覧」は，会議後に③で作成した

マルチメディア会議録を閲覧する．閲覧する端末は PC に限
らず，その他 PDA や携帯電話のように様々な端末に対応す
ることを想定している．そのため，ユーザの目的や状態に合

わせたユーザインターフェースを動的に作成する必要がある． 
データベースと連携し，動的な Web ページを提供する技

術として，PHP や JSP，ASP 等があるが，本研究ではユー

ザインターフェースを提供する技術の一つに，田中が提案す
る ADK（ASSIST Development Kit）を用いることにする
[5]．ADK は本研究室で提案している同期・非同期統合型マ

ルチメディア会議システム ASSIST を実現するために，再
利用性と開発容易性に重点を置いた Web ベースの開発環境
である． 
4. システムの全体像 

本章では，これまでに提案してきたシステムについて，そ
の全体像を述べる． 
4.1 システムの機能構成 

開発したシステムは機能的に分けて，メディアレコーダ，

メディア統合サーバ，メディアビューアの３つの部分から構
成される．図 3 にシステムの全体の機能構成図を示す． 
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図 3 システムの機能構成図 

メディアレコーダは，会議中に発生するプレゼンテーショ
ン資料やテキストの会議録，ビデオ，音声ファイル等のデー
タを記録し，メディア統合サーバに登録するツールである．

メディア統合サーバは，記録・蓄積されたコンテンツをメデ
ィアビューアに配信する機能を持っており，メディアビュー
アは配信されたコンテンツを閲覧する機能を持つ． 
4.2 テキストメディアレコーダ 

各ノート PC には会議の進行を記録するテキストメディア
レコーダがインストールされている．開発したテキストメデ
ィアレコーダ プロトタイプのウインドウを図 4 に示す． 

 
図 4 テキストメディアレコーダ プロトタイプ 

テキストメディアレコーダとは複数人で協調して行えるチ

ャット形式の会議録である．ウインドウ下の空欄にメッセー
ジを打ち込み送信することにより，参加者全員のテキストメ
ディアレコーダのウインドウ上のエリアに表示される．メッ

セージ内容に応じて「議事録」や「意見・疑問」「雑談」等
送信する際に押すことにより，そのメッセージの種類が記録
される． 

会議の進行と共に各ノート PC にビデオや音声，プレゼン
テーションのファイル等様々なファイルが生成されるが，こ
れら生成されたファイルはメッセージと共にテキストメディ

アレコーダ経由で，発生した時間情報や発生場所の情報と共
に記録されメディア統合サーバに蓄積される．プロトタイプ
では，会議録に対象のファイルをドラッグアンドドロップす

ることにより，図 4 に示すように会議録の中に記録されフ
ァイルが表示される．会議内で使われた資料の画像ファイル
や写真の場合には，縮小された画像として会議録の中に表示

され，登録されたファイルはクリックすることによりダウン
ロードが可能であり，会議参加者間で会議録上でのリアルタ
イムな共有が可能となる．このときのテキストメディアレコ

ーダを使用している会議の例を図 5 に示す．  
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図 5 会議で発生するデータの自動アップロード 



4.3 システムの利用と課題 
これまで，本システムを実際の研究室のゼミにおいて利用

してきた．その結果，参加者間で協調してマルチメディア会
議録を効率的に作成できることを確認できた．また会議録と

共に，そのときの会議を撮影しているビデオや生成された資
料，プレゼンテーションのファイル等とも関連付けられ，会
議内で生成されるデータを分散協調して収集できることも確

認できた． 
今までに，各参加者の関心のあるコメントや時間を「重要

度」のポイントとして取得して，その時点の会議録を重点的

に表示し，効率的に閲覧できるマルチメディア議事録を提示
する手法を提案してきた．しかしながら，これまでのシステ
ムの運用の中で，会議参加者は「重要度」により重点的に表

示された部分もチェックするが，やはり自分の発表の部分や，
全体に対しての連絡事項の部分をチェックすることが主であ
ることが確認された．また「重要度」のポイントに関しても，

参加者により注目する時点が様々であることが確認された． 
そこで，参加者がより効率的に閲覧できるマルチメディア

会議録にするためには，会議内容を各議事項目や報告事項ご

とに構造化して蓄積し，それぞれの会議参加者に対して，自
分に関連・興味のある部分や議事項目を，特に重点的に表示
する会議録を自動的に作成する必要性があると考えた． 

このためには，そもそも会議自体にどのような種類の議事
があるのかを考察し，それら各議事項目ごとに適切な手順で
構造化して蓄積するための仕組みが必要になる．またそれぞ

れの参加者ごとに，参加者の関連のある議事項目や興味のあ
る部分を記録し，重点的に表示する必要もあると考えられる． 
5. 会議の形式の４分類 

4.3 での問題点を解決するために，本章では，会議をまず

4 種類に分類し，それぞれの形式の会議において，どのよう
な議事項目が存在し，どのように蓄積すればよいのかを考察
する． 

会議の分類については様々な分類方法が存在するが，本研
究では会議を機能別に分類した高橋の分類を用いる[6]．高橋
は以下のように会議を 4 つに定義している． 

1) 伝達会議 
情報の伝達とその確認を目指す会議 

2) 創造会議 
さまざまな課題に対して，問題点を分析し，その解決

策を考えるために行う会議 
3) 調整会議 

組織全体の目標に対して各部門の行動が適切であるか，

また部門ごとに重複行動などのムダが無いかをチェッ

クする会議 
4) 決定会議 

組織行動を決定するために意思決定をするための会議 
様々な条件から「会議はこの 4 種類のうちのどのもので

あるかを決めて行うべきである」と高橋は述べているが，ま

た同時に「1 つの会議が，この 4 つの要素のうちいくつかを
かねているということはありえる」と述べている．以下に，
各種類の会議について考察する． 
① 伝達会議 

伝達会議は「伝達すべき内容をなるべくポイントを抑えて

わかりやすくし，時間内で伝えられるように要約しておくこ
とが大切である」と述べられている．  

つまりこの形の会議では，連絡事項や徹底事項を効率的に

周知させることが目的である．会議録システムとして必要と
なる機能は，連絡事項を伝達する側の参加者が，事前に連絡
事項を用意し，会議中にはその連絡事項を会議参加者間で共

有でき，会議後にも確認のために閲覧できる仕組みである．
これは，現在のシステムに，事前に連絡事項を議事項目とし
て登録するユーザインターフェースと，その連絡事項を会議

中に共有するための仕組みが必要となる． 
 

② 創造会議 
創造会議の具体的な問題解決のステップを，高橋は「問題

の定義づけ，問題の分析，解決目標の決定，解決策と手順の
決定，実行前に検討」として 5 ステップに分けている．こ

の 5 ステップは大きく次の 3 つに手順が分けられると考え
る． 

a) 参加者間へ問題の周知 
b) 問題に対して解決策をディスカッション等で検討 
c) 解決策を決定 
a)と c)に関しては，前述した伝達会議の中での性質と同じ

であると考えられるため，会議録システムとして必要となる

機能は伝達会議と同じく，問題事項を提示する側の参加者が
事前に問題事項を用意し，会議中にその問題事項を会議参加
者間で共有でき，会議後にも決定した事項を確認のために閲

覧できる仕組みであると考える． 
ただし，創造会議で決定した事項に関しては，どの様なプ

ロセスを経てその決定事項が採用されたのかが非常に大切に

なる．従って，会議録システムとして b)に必要な機能は，
問題の提案者と他の会議参加者の間で交わされているディス
カッション等を記録して，後からでも参照できる機能である．

この機能に関しては，検討する必要は多々あると思われるが，
現状のシステムの参加者間の会議録協調作成機能や会議のビ
デオとの同期再生機能等で，ある程度対応できると考える．  
③ 調整会議 

調整会議は，基本的に複数の組織の間での問題点を話し合
い，結論を出す問題解決型の会議であるので，会議録支援シ
ステムの必要となる機能としては，前述した創造会議のプロ

セスと同じであると考える．ただし高橋の述べる調整会議の
特徴として挙げられるのは，会議後に調整会議で決定したこ
とが確認事項として，双方の組織へ通知されることである．

ここで確認事項に間違えがある場合には，再度検討をして修
正される．従って，会議録支援システムとしてこの形式の会
議で必要となる機能は，非同期に会議を行える機能と，会議

録の修正を行う機能である． 
④ 決定会議 

調整会議が複数の組織の間の問題点を話し合うのに比べ，
決定会議では組織全体の問題を話し合うような会議を指す．

会議録支援システムとしてこの形式の会議で必要となる機能
は，ほぼ調整会議に同じであると考える． 
6. 閲覧インターフェースの検討 

前章では 4 つの会議について分類し，それぞれの会議に

ついて議事項目の扱われ方ついて着目し，どのような機能が
会議録支援システムの改良に必要になるのかを考察した．そ
の結果，以下の 3 点が必要な機能として挙げられる． 

1) 会議前に議事項目を入力しておくためのユーザインタ

ーフェース 
2) 会議後に会議録をメールや Web で，参加者やグループ

に適した形で通知する機能 
3) 非同期に会議録の修正を行える機能 
議事項目に着目した形での会議の遷移を図 6 に示す． 

①

②
③

議事項目の入力

会議録の送信・共有議事項目の共有と会議の進行，
会議録の協調作成

会議中

会議前 会議後

議事１

議事２

議事３

議事１

議事２

議事３
議事５議事５

議事４議事４

議事１

議事２

議事３

議事４

議事５

議事３

議事１

議事２

議事５

議事４

議事４

議事２

議事１

議事５

議事３

 
図 6 議事項目に着目した会議の遷移 



まず会議が始まる前に，図 5 の①の様に 5 章で述べたそ
れぞれの会議の連絡事項や検討事項等の議事項目を登録する
ためのユーザインターフェースが必要である．会議中にこれ

らの議事項目は，会議録システムによって会議参加者間で共
有され，それぞれの議事項目に従い会議が進められ，同時に
協調してディスカッション内容やその議事項目に対する決定

事項が付け加えられていく．会議中に提案された議事項目に
ついては，図 6 の②に示す様に，新しい議事項目として付
け加えられるようにする必要がある． 

会議後には，図 6 の③の様に，各議事項目を順に組み合
わせることによりマルチメディア会議録を作成する．会議録
は会議で行われた時間軸によりそのまま並べる方法で，参加

者共通の会議録として作成される他，閲覧者や閲覧の目的に
適した形の会議録も作成されるようにする必要がある．具体
的には，各議事項目の並び順を，会議全体の連絡事項や閲覧

者に関係の深いものなどを自動的に会議録のトップに提示す
ることや，強調して表示する方法などが考えられる．調整会
議等で参加者の確認が必要な議事項目がある場合には，確認

の意思が示せるようなユーザインターフェースも議事項目に
並べて表示することが必要である． 

また会議録を閲覧する際には，以前の会議に行われた議事

内容を閲覧することや，その際の結論を参照することもしば
しばある．そのため会議録の提示手法について，特定の会議
のみの会議録を作成する以外に，議事項目ごとの閲覧を容易

にするインターフェースも考察する．図 7 に会議ごとの議
事項目の関係を示す． 
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議事５

先週の会議録

議事１

議事３

議事５

先週の会議録

議事１

議事２

議事３

今週の会議録

議事１

議事２

議事３

今週の会議録

 
図 7 議事項目ごとの関係 

このように，構造化された各議事項目を相互にリンクして
アクセスが容易なユーザインターフェースの提示を考慮する

ことにより，特定の会議だけでなく前後の議事内容を容易に
参照することが可能になるため，議事内容の理解する上で効
率的なユーザインターフェースになると考える． 
7. 進捗報告型の会議においての適応 

本章では，前章までに検討してきたシステムを，本研究室
で行われている進捗報告を行うゼミにおいて適応させること
を考察する．このゼミは，始めにゼミ全体に対象となる連絡

の時間がとられ，3 つある各研究グループの一週間の活動報
告が行われる．その後個人の研究に関するプレゼンテーショ
ンとディスカッションが行われ，最後に，次のゼミの日程の

確認等，もう一度全体連絡が行われる． 
5 章で述べた会議の分類を元にこのゼミを考察すると，初

めのゼミ全体への連絡とグループの活動報告は「伝達会議」

であると考えられる．その次の個人の研究に関するプレゼン
テーションとディスカッションは，現状の研究の問題点に関
する問題と解決を図る形式の会議であるので「創造会議」で

あると考えられる．そして最後の次のゼミの日程決めは「調
整会議」であると考えられる． 

各形式の議事項目を 5 章で考察したように登録すると，

参加者間でそれらを共有しながら，ゼミを進めることが可能
になる．このことにより，テキストメディアレコーダを用い
て，ゼミ参加者間で協調してマルチメディア会議録を構造的

に作成することが可能になる． 
こうして作成されたマルチメディア会議録を，6 章で検討

した手法を用いた閲覧インターフェースの一例を図 8 に示

す． 

 
図 8 特定の議事項目の遷移に注目した閲覧インターフェース 
これはゼミを縦の列に分割し，その際の議事項目を行に表

示した上で，特定の議事項目を表示させた場合の閲覧インタ
ーフェースである．この閲覧インターフェースでは，各ゼミ

でどのようにこの議事が遷移してきたのかが容易に理解可能
になる．各セルのリンクをクリックすることやマウスを重ね
ることにより，他の議事項目や会議に特定して議事内容を表

示することも可能である．会議録の文字数によりディスプレ
イで表示できる範囲を超えてしまうことも考えられるが，そ
の場合は表示する会議録を制限することや，他の閲覧インタ

ーフェースに切り替えること等で対応する必要がある． 
8. まとめと今後の課題 

本稿では，今までに検討・開発をしてきたテキストメディ
アレコーダで作成されるマルチメディア会議録を，より効率

的に提示するための手法と会議録自体のユーザインターフェ
ースを検討した．具体的には，会議をその機能面において 4
種類に分類し，各会議がどのような性質を持つか検討し，そ

の結果から，それぞれの会議の形式に対する議事項目の構造
化の手順を考察した．そして最後に，考察されたそれらの手
順をもとに，本研究室のゼミの進捗報告型の会議において適

応を考察し，会議を効率的に支援するための検討をした． 
今後は，検討した議事項目の構造化手法と会議録自体のユ

ーザインターフェースを，システムとしての改良と開発を行

う．また，会議のスケジュール情報やプレゼンス情報との関
連も検討する．そして，提案した手法を用いて協調型マルチ
メディア会議録システムが，効率的な会議録を作成すること

の評価を行う． 
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